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⼤規模職域健診データに基づく貧⾎有病率の算出と貧⾎基準値・貧⾎関連リス

クの調査 
 

貧⾎とは、「末梢⾎中のヘモグロビン濃度が基準値以下に低下した状態」のことを指
す。貧⾎は易疲労感や倦怠感、集中⼒の低下、めまい、⽿鳴り、頭痛などの諸症状を引き
起こす。診断の基準値としては WHO が 1968 年に発表した、成⼈男性 13g/dL 未満・成
⼈⼥性 12g/dL 未満が⼀般に⽤いられている 1が、半世紀前の基準であることや実際の調
査に基づかないという問題点から基準値の提案を⾏う研究は多い。 

⽇本における全国的な貧⾎有病率の調査としては厚⽣労働省が実施する国⺠健康・栄養
調査が存在するが、対象者が 2420 ⼈と少なく、より⼤規模なデータでの現状の把握が求
められる 2。また⾃宅で⽇常⽣活を送る⾼齢者の貧⾎の分布に関して検討することは、⾃
覚症状のない軽度の貧⾎であっても死亡率 3や⾝体能⼒の低下 4と関連があることと合わ
せて、⾼齢者が地域で⾃分らしい暮らしを続けるための地域包括ケアシステムを構築して
いく上でも重要と考えられる。 

そこで、課題研究では⼤規模職域健診データを⽤いて⽇本における貧⾎有病率を算出
し、貧⾎基準値の男⼥別・年齢別の変化や貧⾎と関連するリスク因⼦について解析を⾏
う。抄読会では、解析対象者の背景情報を紹介し、先⾏研究と⽐較しながら男⼥年齢別貧
⾎有病率、貧⾎基準値の分布と貧⾎診断の基準値として多く⽤いられる平均値-2SD、下側
2.5%点、5%点について発表する。 
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